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Ⅰ　問題の所在
　平成23年度から全面実施された学習指導要領では，
「思考力・判断力・表現力をはぐくむ観点から，児童
の言語活動を充実すること」１）と全教科・領域におけ
る言語活動の充実が提示されている。
　言語活動について，松本２）は，「国語科」における言
語活動が言語能力を育成するために「コミュニケー
ションのあり方の再考」と「探求的な活動の中での活
用の多様性の確保」の授業改善を提案している。そし
て，「学習者が考えていることをやり取りの中で明確に
し，個々の学習者の考えを相互に確認できるような学
習の工夫」として，具体物を言語活動の題材とし，具
体物を媒介として学習者の相互理解を促すことを提案
している。
　同様に，寺島３）は，国語科において，図画工作の作
品を題材として，文化祭でのビデオ放映による作品紹
介をする単元を構想し，「話す・聞く」言語活動を成立
させる条件として，①活用を図る知識・技能の明確化
と共有，②内容の保証と指導，③状況の文脈の共有を
上げている。
　図画工作科においても，特に鑑賞領域において，指
導要領にある「感性を働かせながら」という文言に着
目し，「感性」を働かせるための有効な手段として，言
語活動の重要性が説かれている。「感性」は，様々な対
象や事象を心に感じ取る働きであるとともに，知性と
一体化して創造性をはぐくむ重要なものである。
　黒澤４）は，「感覚器官が受け止めたことをとどめる記
憶や感じたことを整理しまとめる言葉がどれだけ使え
たかということが大きく関わっている」とし，鑑賞活
動における言語化の意義に付いて述べている。
　また，徳富５）は，低学年の鑑賞活動において，直感
的な感覚を意識化し，イメージの広がりや感性の広が
りを生むことが，言語的な表現へとつながることを指
摘している。
　一方で，図画工作科の表現領域では，これまでにも
ポートフォリオや自他の作品の相互鑑賞において自分
や友達の表現活動を振り返り文章で記述したり，言語
により交流したりする活動がなされている。新指導要
領で求める言語活動は，言語活動の充実に関する指導
事例集【小学校版】に「表現においては，発想や構想
の能力，創造的な技能を高めるために，材料や場所の
特徴，表したいことや用途などについて，考えたこと
を伝え合ったり，形や色，材料の感じなどを生かして
表現したりするなどの学習を一層重視する。」６）とある
ように，言語化することが目的ではなく，表現の過程
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での言語による子どもの交流が求められるものであ
る。
　館岡７）は，図画工作科における言語活動の有効性に
関して，一定の効果を述べた上で，子どもの心の内面
の動きを大切にするために，言語活動を柔軟に幅広く
捉えることを課題としている。
　また，阿部８）は，被験者を現職の教員や学生として
表現中の「つぶやき」（内部対話）を分析し，言語活動
の多くが他者に伝えるための「指示表出」のようなコ
ミュニケーション能力の育成に偏ることで，言語活動
の充実が形式や方法のみに陥るおそれがあると指摘し
ている。
　これらのことから，図画工作が視覚芸術に代表され
る非言語コミュニケーションの側面や感性という極め
て個に由来する働きを持つ側面に着目し，図画工作科
における言語活動の様相を捉え直す必要がある。
　そこで，本研究では図画工作科表現領域，鑑賞領域
の授業実践を通して，子どもたちの姿から，図画工作
科の言語活動の様相を捉え，明らかにするものである。
Ⅱ　研究目的
　図画工作科の表現領域，鑑賞領域における授業実践
において，子どもがどのように言語活動を行い，表現
活動や鑑賞活動に取り組んでいるのか，子どもの発話
と動画の記録から検証し，その様相を明らかにする。
Ⅲ　研究方法
　先ず，図画工作科のＡ表現（１），Ａ表現（２），Ｂ
鑑賞（１）の異なる領域の授業実践における授業記録
を基に発話記録を中心とした分析を行う。
　次に，子どもたちの言語活動のきっかけとなる発話
及び，言語活動によって変容した姿や子どもたちの表
現の関係から，図画工作における言語活動の様相を明
らかにする。
Ⅳ　各領域の授業実践の分析
１　Ａ表現（１）の授業実践の分析
（１）実践の概要
□題材名：「△空間」
□授業者：豊岡大画
　時期：2014年１月
　対象：群馬大学附属小学校第６学年（38名）
（２）題材について
　本題材は，ストローをトラス構造につなげてできる
形を組み合わせて自由に空間に配置していくことで，
活動を通して，形や色，動きや奥行きなどを捉え，自
分なりのイメージをもつものである。本題材における
主な手立ては，自分のイメージに合わせて，簡単に加
工できるストローを材料とし，立体的な構造を可能に
するためにトラス構造を最小の単位として子どもたち
の活動を設定したことと（写真１），子どもたちがつ
くったものを配置するための場（図１）を設定したこ
とである。
（３）学習計画（全４時間）
目標 空間の奥行きを意識しながら，正四面体をつ
なげてつくる。
評価基準 （1）同じ形が増える面白さを感じながら，同
じ形を繰り返してつくる造形活動を楽し
もうとしている。
（2）空間の奥行きを意識して，材料がつくり
出す形の配置を考えている。
（3）空間の奥行きを意識して，材料がつくり
出す形の配置の仕方を工夫している。
（4）空間の奥行きを感覚的に捉えながら，空
間全体のよさや美しさを感じ取っている。
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図１
写真１
学習活動 ○同じ形が増える面白さを感じながら，正四
面体をつなげてつくる。（１時間）
○空間の奥行きを意識して，つくったものの
配置を考えながら，正四面体をつなげてつ
くる。（３時間）
共通事項 空間の奥行きを意識してつくる活動を通し
て，形や色，動きや奥行きなどを捉え，自分
なりのイメージをもつ。
（４）実践の分析
　本実践では，授業の様子を抽出児MAを中心として，
活動の様相を捉える。
　１時間目の子どもたちの様子は，特に言語活動を行
姿は見られない。むしろ単純な作業の繰り返しであり
ながら，黙々と正四面体をつなげてつくる活動に没頭
していた。これは，子どもが緩衝材をプチプチと指で
つぶす感触を楽しむように，ホチキスを留める感触の
心地よさが，つくりつづけることを促していると考え
られる。また，正四面体は簡単に増やせるため，技術
的なつまづきがなく，思い通りにつくれることが，つ
くる活動に没頭することができた要因と考えられる。
　その際，MAはHKとつくったものをつなげて，最後
に「あばれんぼう」と題名を付けた。この過程での，
MAの空間の奥行きに対する意識は，手元をよく見な
がらつくっている様子（写真２）から，ここでは，「手
元でつくる空間の意識」とする。
　２時間目から３時間目にかけ，子どもたちが自分た
ちのつくったものを配置する様になると，発話が時間
を追うにつれて増えていく。以下の発話は，MAを含め
た４人の子どもに対して，教師は「どんな感じにつく
りたいの。」と問いかけた際（写真３）のものである。
YR：飛んでいる感じにしたい。
HK：もっとこっちを高くしたら？（指さす。）
MA：（指す方を見て）飛んでるようには見えない？
YR：（HKの指す方を見て）見えない。
MA：見えないよね。
DS：ここつなげる？
HK：つなげた方がいい。
MA：つなげた方がいい。
HK：つなげるか？
　YRは「飛んでいる感じにしたい。」と答え，MAとHK，
DSがやりとりをしながら正四面体を付けたり，外した
りする様子が見られた。その際，YRの「飛んでる感じ」
は，HKのイメージとは異なり，MAのイメージに近い
ことが分かる。また，DSは，YRやMAのイメージに近
づけようとし，それによってHKがYRやMAとイメージ
を共有していったと考えられる。
　以下の発話は，「飛んでいる感じ」になるようにHKが
つくったものの全体を見られる位置まで離れて，白い
壁のどの辺の高さに留めたらいいか考えている際（写
真４）のものである。
HK：この辺？（高さを変えながら）この辺でいい？
MA：（離れて見ながら）その辺でいい。
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写真２
写真３
写真４
　MAは，離れて，全体を見ながら，HKに指示を出し，
HKは，少しずつ高さを変える。その後，二人で配置し
たものを，眺めて微調整をすることで，作品をつくり
ながらHKとMAがイメージを共有している。
　以下は，空間を意識するために教師が用意した踏み
台に乗って，配置したつくったものを見直して，新た
な課題を見付けている際（写真５）の発話である。
MA：（踏み台の上から見ながら）前よりよくなったけ
ど，飛んでる感じじゃない。
HK：そうね。（指さしながら）あそこを浮かせるといいん
じゃない？
　この段階では，指さした先を見ながら，二人が同様
のイメージに近づけようとしていることから，MAと
HKの間で「飛んでる感じ」のイメージがかなり共有さ
れていると考えられる。MAは，この過程の最後に「あ
ばれんぼうのりゅう」という題名を付けた。MAの空間
の奥行きに対する意識は，「飛んでいる感じ」のイメー
ジに合わせて，ムーブメントを意識して動いたり見た
りして配置をしていることから，ここでは，「動いたり
離れて見たりしてつくる空間の意識」とする。
　４時間目は，子どもたちが配置されたものを鑑賞し，
活動を振り返るが，子どもたちの様子は，発話よりも，
誰かがつぶやいた「すごい。」の一言などに対して，同
じ場所や，同じ姿勢で見ることが中心となる。MAは，
自分たちがつくったものを寝転がって見たり，空間を
意識する場の白い壁の上から見たり，中央に座って下
から見上げたり，HKと壁の穴から覗いたりして，最後
に「小さな国」と題名を付けた。（写真６）
　MAは，限定された空間につくったものが配置され
てくるにしたがって，自分たちがつくったものと友達
がつくったものを一緒に見る様子が見られたことか
ら，個から空間全体に意識が向いていったと考える。
また，つくったものを意識した題名「あばれんぼうの
りゅう」から，空間全体を一つとして捉えた題名「小
さな国」へと変化したことから，視点を変えて見るこ
とで，空間全体を一つのものとして捉えることができ
たと考えられる。
（５）考察
　学習を通して，MAの空間に対する意識は，「手元で
つくる空間の意識」から「動いたり離れて見たりして
つくる空間の意識」へと変容し，更に「空間全体を一
つのものとして捉えた空間の意識」へと，広がっていっ
たと考えられる。「対象や素材の心地よさや美しさを十
分に感じることのできる学習材の工夫」と「子どもた
ち自身が感じたことを確かめることのできる場の工
夫」の中で，つくりながら感じたことを，言葉を補助
的に使いながら共有していく姿が捉えられる。
２　Ａ表現（２）の授業実践の分析
（１）実践の概要
　題材名：「線であいさつ　色でお話」
　授業者：中原靖友
　時期：2011年５月
　対象：群馬大学附属小学校第３学年（38名）
（２）題材について
　本題材は，本題材は，４～５人の班で１枚の紙に１
人ずつ絵を描き，分の描いた絵から，友達の絵に向かっ
て順番に線を描き，線で囲まれた形に色を塗り，班で
１枚の絵に表すも（写真７）のである。本題材におけ
る主な手立ては，線を描く表現者と，描かれた線を見
て話をしたり，描く線を考えたりする準表現者が順番
に線を描き足し，それぞれの立場で表現することと見
ることとを相互に行う対話型の活動を設定すること
と，ボール紙を床に置き，様々な角度から絵を見なが
ら表現者と準表現者らが関わり合える学習環境を設定
することである。
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写真５
写真６
（３）学習計画
目標 友達が描く線の形や色を見て，自分の考えた
線を描き，色の組合せや絵の具の塗り方を工
夫して絵に表す。
評価基準 （1）自分や友達が描く線や色に興味をもち，
表現に取り組もうとする。
（2）友達が描く線の形や色を見て，自分の描
く線の描き方を工夫したり，友達の塗った
色を見て，色の組合せを工夫したりする。
（3）多様な形や色の線を描いたり，絵の具の
塗り方に気を付けて色を塗ったりする。
（4）線の形や色，線で囲まれた形のおもしろ
さ，色の組合せによる表現のよさに気付
く。
学習活動 ・題材の内容を知り，見通しをもちながら自
分の世界を描く。（１時間）
・自由に描いた自分の世界から，順番に多様
な線を描く。（１時間）
・線で囲まれた形に友達と一緒に色を塗る。
（１時間）
・完成した絵を見て，線の形や色，線で囲ま
れた形，色の組合わせなどについて話し合
う。（１時間）
共通事項 友達と一枚の紙に表す活動を通して，描く線
の形や色のイメージをもったり，色の組合わ
せを工夫したりする。
（４）実践の分析
　本実践では，授業の様子を教室後方より俯瞰的にビ
デオカメラで記録する。また，授業中の班毎の子ども
の様子を，ビデオカメラで１分毎に対象とするグルー
プを変えて各班を記録する。その上で，先ず，線を描
き始めた第２時の各班の１巡目の記録と２巡目の記録
を比較し，造形要素の質的変化の観点から発話記録と
行動記録を基に全体的な言語活動の傾向を探る。次に，
子どもの交流が顕著に表れている場面の発話を基に，
活動の様相を捉える。
①　各班の１巡目の記録と２巡目の記録の比較
ⅰ）発話の中心となる子どもの比較
　グラフ１のように，１巡目の記録では，線を描く子
の発話が中心である。２巡目になると線を見る子から
のアドバイスや造形要素とは無関係の会話が増え，
様々な会話を通して，班で線の意味の捉え直しや，子
ども一人一人の感覚を共有していると考えられる。
ⅱ）子どもの場所の移動数の比較
　グラフ２のように１巡目では，子どもの場所の移動
がほとんど見られない。子どもたちは，自分の描いた
絵を正面にして，友達の描いた絵を見ている。２巡目
になると，線を見る子が線を描く子の隣や後ろの位置
に移動している。また，他の班への移動も見られた。
活動が進むにつれて，子どもたちが自然に見る視点に
寄り添い，友達の描いた線を読み取ろうとしていると
考えられる。
ⅲ）子どもの発話内容に見られる造形要素の比較
　グラフ３のように１順目は自分や友達の描いた絵か
ら線の形を中心とした発話が多い。対して，２順目で
は空いたスペースや友達の描いた線の色，全体のバラ
ンスなど，発話に見られる造形要素が多様化している。
友達の描いた線や，全体のバランスから感じたことや
考えたことを自分なりに色や形に置き換えていると考
えられる。
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写真７
グラフ２
グラフ３
グラフ１
②　子どもたち活動の様相
　以下は，第２時の１巡目の記録に見られる線を描き
始めた際の活動の様子である。
TY：10秒程度自分の絵を見る。
TY：（自分の描いた波の端から）ナミナミ……（つぶやき
ながら波形の線を描く）
HI，YN，KT：（TYが描く線を自分の絵の前に座って見
る。）
KT：こっち。こっち，こっちにこい。（つぶやき）
TY：（KTの絵に線をつなげる。）
KT：あーきたあー。（大きな声で）
KT：（10秒程度自分の描いた絵やTYの描いた線を見
る。）
KT：ギザギザ……（つぶやきながら，TYの描いた線にぶ
つからないように線を描く。）
TY，HI，YN：（KTが描く線を自分の絵の前に座って見
る。）
HI：（自分の描いた絵から線が遠ざかり）俺まだ描いて
ない。（つぶやき）
YN：（KTの描いている線をしばらく見て）階段？階段っ
ぽく……（つぶやき）
TY：（YNのつぶやきに対して）ブロックじゃない？
　先ず，TYの「ナミナミ」というつぶやきは，自己の
表現に関わるつぶやきであると同時に，自分のイメー
ジを友達に伝えるためのものである。対して，同じ班
の子どもたちは，自分の描いた絵の前に座り，「ナミナ
ミ」というつぶやきを聞きながら，線を見ることでTY
の線を読み取ろうとしている。また，KTの「こっち，
こっち，こっちこい。」という発言は，TYのつぶやきに
対するものではなく，TYが線を描く行為に対してのも
のである。更に，KTのつぶやきにより，TYは，線をKT
の描いた絵につなげる。
　次に，KTは，線を描き始める際に，自分の絵と，HI
の描いた線を見て，TYの描いた線にぶつからないよう
に線を描いている。KTは，「ギザギザ」とつぶやきなが
ら線を描いているが，HIは，自分がまだ描いていない
ことをKTに伝えようとしている。KTは，それに対して
線の方向を変えることで答えている。YNは，KTの描い
た線を見て自分の感じたイメージをつぶやく。TYは，
そのつぶやきに対して，自分のイメージを伝える。「階
段」と「ブロック」で，同じKTの描いた線に対するイ
メージの違いがあるものの，イメージを共有しようと
する姿と考えられる。
　以下は第２時の２巡目の記録に見られる友達の線を
見て，線を描く際の活動の様子である。
HI：（無言で線を描く。）
YN：（HIのすぐ横に移動し，寄り添ってHIの描いた線を
見る。）
YN：ねーここ空いてるよ。後ろも，後ろも描けるよ。
HI：（YNの示した後ろの方に線を描き進め，KTの描いた
絵につなげる。）
KT：（無言でYNの示した空いている方に線を描き進め
る。）
　YNに見られる場所の移動が２巡目になると多く見
られるようになる。また，子どもたちが自分たちの描
いている紙を意識して，何も描かれていない場所に線
を描こうとする意識が生まれている。これは，構図の
バランスを意識し始めている姿であると考えられる。
YNとHIの構図に対する意識は，言葉としてはでない
ものの，YNの言った「空いている」スペースと，「後
ろ」のスペースを比べて，「後ろ」のスペースに線を描
く姿から，HIが，自分なりにバランスを考え線を描く
方向を決めたと考えられる。KTは，YNとHIのやりとり
に対して，YNの言った「空いている」方に線を描き始
めたことから，YNのつぶやきが班の中で共有されて
いると考えられる。
　以下は第２時の終了間際の２巡目の記録に見られる
友達の線を見て，線を描く際の活動の様子である。
YA：あっ，線がぶつかったよ。どうする。
AH：（ぶつかった線の形を見る。ぶつかった線と同じ形
の線を寄り添うように描き始める。）
TY：先生，見て，仲良しの線だよ。
Ｔ：そう。すごいね―。どんなところが仲良しなの？
TY：ずっと，隣にいる。
SH：ほんとだ。仲良しの線だ。俺も描こう。
YA：ねー。なら，色も変えようよ。
SH：どれにしようかな。
TY：青だから，水色とかにすれば。
SH：（水色の線で描き始める。）
　AHの描いた線に対して，TYが「仲良しの線」という
新しい意味を見いだす。TYのつぶやきに対して，SHが
その意味を共有している。YAは，更に「仲よしの線」
になるように色についての視点を付け加え，TYが，AH
の描いた青い線と同系色の水色で描くことを助言す
る。TYのイメージから生まれた線そのものに対しての
「仲良しの線」という意味が活動を通して，線の形，
色といった造形的な要素に目を向けさせ，班の中で共
有されていると考えられる。
　一方で第２次の終了間際の記録には，子ども一人一
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人が持つ線のイメージの折り合いが付かずにけんかを
始めた班もあった。以下は，その活動の様子である。
SK：あー，何でそこに描くの？私の描くとこないで
しょ。
NN：うるさいなー。こっち狭いんだから，しょうがない
だろ。
WF：だいたい，NN君は，でかく描きすぎ。
SK：そうだよ，勝手にどんどん描いちゃうんだもん。
NN：別にいいじゃんねー。
RK：そうだよ。ミサイル発射。
SK：あー。じゃあ……。
Ｔ：どうしたの。
WF：男子がちゃんとやらないんです。
NN：ちゃんとやってるのに，女子がうるさいんだよ。
RK：線でけんかしてるんだよ。
WF：あー，私の絵の上に描かないでよ。
　SKとWFは，細かく線を描いていきたいというイ
メージをもっている。それに対してNNとRKは，自分の
描いた絵から勢いのある線を描きたいというイメージ
をもっている。そのため，イメージの折り合いが付か
ずにけんかが始まり，画面上に無秩序に線が引かれ始
める。そして描かれた線，あるいは，その活動の様子
に対して，RKは，「線でけんか」という意味を生み出す。
以下は，この班の第３時の描いた線で囲まれた形に水
彩絵の具で色を塗る活動の様子である。
SK：ここ，水色たりないよ。RK君こっちにきてよ。
RK：ここで，いいかな。隣，緑にしたいから，WFさん一
緒に塗ろう。
Ｔ：一緒に塗れば，緑もできるね。こっちには，にじみ
もあってきれいだね。
SK：前の時，線でけんかしたから，色で仲直りすること
にしたの。
Ｔ：へー，色で仲直りできるんだ。
SK：色混ぜたり，みんなの色が隣になるように……。
NN：なるべく，みんなの色がきれいに見えるようにす
る。
Ｔ：それで，自分の色も考えたの。
WF：赤と青と黄色があればいろんな色ができるんで
しょ。あと，海だから水色。
　第２時に「線でけんか」をしていたことが班の中で
共有されていることが前提となり，第３時では，「色で
仲直り」という活動のイメージが共有されている。ま
た，混色や隣り合う色の関係などに目を向けて，自分
たちのイメージが共有されていると考えられる。
（５）考察
　図画工作科の表現領域における子どもの協同的な学
習は，会話というよりも，発話に対して表現で応答し
ていることが考えられる，そのため，言語活動を話し
合いといったように捉えることは子どもの姿と一致し
ない。一方で，線を描く子どもには，つぶやきの影響
が見られる。自分の表現を見て，友達がつぶやき，表
現が高まっている。つぶやきが「見る」という行為と
同時に起こっているため，子ども同士の関係の中で寄
り添って見ることが重要である。子どもたちは，表現
活動を共に行う中で，寄り添って見たり，自分の感じ
たことをつぶやきながら，互いの感性を共有し，形や
色に自分なりのイメージをつくっていると考える。
３　Ｂ鑑賞（１）の授業実践の分析
（１）実践の概要
　題材名：「えほんとなかよし」
　授業者：森坂実紀人
　時期：2011年11月
　対象：群馬大学附属小学校第１学年（38名）
（２）題材について
　本題材において子どもたちは，絵本に関心をもち，
連続した場面の絵の変化に気付いたり，描かれていな
いところを想像して補ったりしながら楽しく絵を見る
ことを通して，形や色，大きさ等の造形的な観点から
場面の様子をとらえることができるようになる。そこ
で，本題材では，感覚的に見る活動として，絵を見て，
場面の様子を表す音を考えながら身体表現することと
した。また，感覚的に見たことの理由を見付ける言語
活動として，その音にした理由を学習プリントに書き，
説明し合うこととした。
（３）学習計画
目標 絵本を見ることに関心をもち，形や色，大き
さ等の観点から絵の面白さに気付くことがで
きる。
評価基準 （1）絵本に関心をもち，楽しく絵を見る。
（4）絵本に描かれている形や色，大きさ等の
観点から絵の面白さに気付く。
学習活動 ○絵を見て，見付けたものと，感じた様子や
状態の理由を発表する。
○絵を見て，感覚的に合う音を見付け，その
音にした理由を発表し合う。①
○振り返りをする。
共通事項 絵を見て，形や色に自分なりのイメージをもつ。
（４）実践の分析
　本授業では，以下のようにして，場面の様子に合う
音と，その音にした理由を見付けられるようにした。
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その上で，アからオの場面毎に活動の様相を捉える。
ア　場面の様子の変化に気を付けて，１枚ずつ見る。
イ　絵を見て，場面の様子に合う音を考えながら身体表
現する。
ウ　絵をよく見て，その音にした理由を見付け，プリン
トに書く。
エ　自分の考えた音と，その音にした理由を話し合い，
場面の様子をとらえる。
オ　どのような見方ができたのか振り返る。
①　場面アにおける活動
　場面アでは，子どもたちに１枚ずつ絵を提示する。
子どもたちは，提示された絵を見ながら「赤い丸だ。」，
「丸が大きくなった。」，「わあ，太陽みたい。」，「わあ，
壊れた。」などとつぶやいている。この場面での子ども
のつぶやきは，絵を見て感じた自分なりのイメージで
あり，子どもによってそのイメージや絵を見る視点は，
異なっている。
②　場面イにおける活動
　場面イでは，３枚目に提示した絵に合う音を考えな
がら身体表現をするよう教師が投げかけた。子どもた
ちには，絵に表されている赤い丸になったつもりで体
で表現してみるよう伝えた。最初は床にしゃがみ込ん
で小さい丸をつくり，立ち上がりながら，だんだん大
きい丸をつくり，腕を伸ばして「ぱん」「ばん」「どん」
などの声をあげていた。これは，子どもたちが感覚的
にとらえている姿である。
③　場面ウにおける活動
　場面ウでは，自分がなぜ，その音にしたのかを記述
するよう促した。以下は，その記述である。
MIの音とその理由 SKの音とその理由
「ばん」 「ぱん」
④　場面エにおける活動
　場面ウでは，子どもたちに，自分の考えた音と，そ
の音にした理由を発表するように促し，板書にまとめ
ていった。そして，以下のような話合いが行われた。
Ｔ：絵を見て聞こえた音とその理由を発表してください。
MI：爆発したみたいに見えたから『ばん』にしました。
Ｔ：どうして爆発したみたいに見えたのかな？
MI：赤い丸のまわりに白い三角があるからです。
Ｔ：なるほど。その他にも聞こえた音や理由を発表して
ください。
SK：赤い丸が大きくなって，もっと大きくなって『ぱん』
になりました。
HF：まわりに三角形があって割れたみたいだから『ばり
ん』にしました。
KN：黄色く光って花火みたいだから『どん』にしました。
RT：三角形が出てきたみたいだから『ぴちぴち』にしま
した。
KK：後ろにある大きいものがなくなっているから『ぱち
ん』にしました。
　これまで子どもたちは，ＭIやＳKのように漠然と全
体を見る見方でとらえていた。しかし，この学習で理
由を見付ける言語活動を行ったことで，形や色，大き
さ等の造形的な観点から場面をとらえる見方ができる
ようになった。これは，子どもたちが，よさや美しさ，
面白さ等を造形的な観点からとらえている姿である。
そこで，下の板書（写真８）のように，造形的な観点
ごとに整理した。
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写真８
扱った絵本の絵（文は消してある。）
　黒板を見ていたＭIは，次のようにつぶやいていた。
ＭI：やっぱり，この絵は爆発を表しているのだな。絵を
よく見ると面白いな。
　言語活動を通して，自分と友達の感じ方の違いを感
じ取り，鑑賞の方略を身に付けていると考えられる。
⑤　場面オにおける活動
　場面ウでは，板書を示しながら，次のように投げか
けた。
Ｔ：今日は，みんな絵をよく見て，いろいろなことに気
付くことができましたね。どうしてみんなは，絵を
見ただけでいろいろなことに気付くことができたの
でしょう。それは，黒板に書いてあるみんなの発表
をよく見ると分かると思うよ。どんなまとまりに
なっているかな。
Ｃ：分かった。真ん中のまとまりは，三角とか丸とか『形』
のことだ。
Ｃ：あ，そうか。一番右は，赤とか黄色とか『色』のこ
とだね。
Ｃ：じゃあ，一番左は，『大きさ』だね。
　子どもたちは，形や色，大きさ等の造形的な観点か
ら場面の様子を見ていたことをとらえることができ
た。これは，造形的な観点から鑑賞して，よさや美し
さ，面白さ等をとらえ，そのことを基に，どのような
見方ができるようになったか気付いている姿である。
（５）考察
　子どもたちが，造形的な観点からよさや美しさ，面白
さ等を，とらえられるようにするために，言語活動（話
す，聞く，書く）に着目した学習活動を設定した。美
術作品等を見て，感覚的に見たことの理由を説明する
言語活動を行ったことで，造形的な観点から場面の様
子をとらえる姿が見られた。このような姿から，過去
に身に付けてきた見方で美術作品等を見て，よさや美
しさ，面白さ等をとらえられるようになったと考える。
Ⅴ　結果
　分析を通して以下の点が明らかとなった。
　既述の実践では，図画工作科の各領域において，言
語活動が子ども自らが感じたことを他者と共有し，感
性を広げることで，形や色に自分なりのイメージをも
つことができていることから，図画工作科の学習が成
（もりさか　みきと・なかはら　やすとも・とよおか　たいが）
立していたものと考える。
　その上で，図画工作科においては「描く」ことや「つ
くる」ことそのものが表現であり，コミュニケーショ
ンを媒介しているため，言語活動を行った際に，言語
活動を補助すると言うよりも，言語活動が図画工作特
有の非言語のコミュニケーションを補助することで，
子どもたちが感じたことを共有する姿が見られた。
　そのため，互いの表現活動を見る際に，「相手に寄り
添って見る」ことが重要であり，それを保障するため
の活動や場の設定，さらには，その過程で「つくる」，
「つくりかえる」といった試行錯誤を保障する教材の
設定が必要であることが分かった。
　つまり，図画工作科における言語活動は，どもたち
が個に由来する互いの感性を形作る，背景なり，文脈
を共有するために，表現活動や鑑賞活動を通して行わ
れるものであり，言語活動そのものが目的化されるこ
とで，その意義が失われる可能性があることを示唆し
ていると言える。
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